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改革改善
の考え方

①問題
点

環境政策を推進する飯田市は、環境にやさしい車両に入れ替えるとともに、公用車両の台数を減じなければならな
い。

②改革
提案

1人乗り電気自動車等の購入も視野に入れ、コンパクトで低公害な公用車にシフトしていく。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

既存の公用車3台を低公害車に更新した。

総事業費①+② 4,769 6,400 6,084 3,800

20 20

臨時職員所要時間

一般財源 4,697 6,400 6,012 3,800

人件費計（千円）② 72 72

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 4,697 6,400 6,012 3,800

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

低公害車の購入
・H13年購入の公用車（走行距離が40万㎞超え）を低公害車に更新。
・軽貨物自動車を軽乗用車の低公害車に更新。
・Ｈ16年購入の低公害車を郡内利用とした。この車は、老朽化のため来年
度更新を考える。
・車両の著しい老朽化に伴い、３月に８人乗りワゴン車を１台を低公害車で
ある8人乗りワゴン車に更新。

台数 3台
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

公用車購入
　＜参考＞細々目名：自動車購入費
　環境にやさしい車両を購入し、低炭素化を図る。

成果
指標

低公害車保有率（低公害車台数/共用車台数） 26 39 43 47

成果
指標

年当たり購入台数 1 3 1 1

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市役所が提供するサービスに満足している市民の割合
（％）

低公害車台数 9

意図（どういう状態
にするか）

低公害車を導入する
目
的

対象（誰・何を） 庁用車（共用車23台）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 93 良質な行政サービスの提供
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 総務文書課 H27係等名 庶務係 H26係等名 庶務係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 自動車購入事業

会計 一般会計
1 4

事業種別 経常

9 施策№ 93 事業№


